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書評
秋元英一・小塩和人編著 f豊かさと環境j

(シリーズ・アメワカ研究の越境第 3巻，ミネルヴァ書房， 2006年)
山本現代
経済のグローパル化の覇者であるアメワカ合衆国であるが，国内に怠
いて辻経済搭差が拡大し，イラク戦争以誇の単独行動主義は，京都議定
書からの離説という国際的な環境政策への非協翼という弊害ももたらし
ている。本書は，アメワカの現在を学i禁的な観点から 8つのテーマに
よって論じたアメリカ研究の越境シリーズの第 3巻として出版された。
自然の生態系だけではなく，人間が鋤き，生活を営む広義の環境が経済
性の追求と共存し，いかに確保されうるのか，挑戦的な課題に取り組ん
だ意欲作である。さらに，本書は，怠見の譲り，アメリカにおける環境
問題とその霊史を学際的かつ総合的な視点からまとめ，自本で出版され
た最初の論文集でもある。環境問題がグローバんな課題として各方面に
おいて議論される昨今，アメリカにおける環境をめぐる議論とその開題
牲を指揮している本書の刊仔は時期にかなっていると言える。
本稿では，本書の各議考の内容を経済的豊かさの追求と広義の環境と
の関係性の観点から，紹介・分析し，その問題点を抽出することによっ
て，本書のテーマをめぐる課題を考察したい。その際，環境と経済，
各々を主たるテーマとする議考を分けて検討し，議論の内容を整理しつ
つ，上記の課題を検討したい。 
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1.アメリカにおける環境問題
アメワカにおける環境問題と環境運動史については， 6つの論考が収
録されている。環境問題全体に対する視野を提撰しているのは，原口弥
生論文「環境保護運動の現局面-主流涼環境運動の拝滞と環境正義運動
の台頭-Jである。原口論文は，アメリカの環境運動史を丹念に跡付け，
現在の環境運動をめぐる問題点を分析している。アメリカの環境運動
は， 1970年代から 80年代にかけて，公民権運動やヴェトナム反戦運動の
影響を受けて，産業主義に対抗する運動として台頭し，汚染や生態系保
護という自然保護運動からより広範囲な環境運動へと発展した。しかし，
同時に，主流環境NPOの保守化額向も始まり，中流階毅以上の白人男
性の視点によるエワート主義が運動の停滞を招き，国内で深刻な環壌悪
化に苦しむ低所得層や人種的マイノリティ地域の環境問題が放童されて
きた。この問題の解決を図るべく，環境問題を社会内部の格差に関わる
問題として，環境保護と社会的公正の二つの理念を統合し，人差的マイ
ノワティや先住民族の環境問争の中から環境正義運動が生まれた。この
運動は，経済開発による恩恵をほとんど受けることがなく，環境悪先の
一方的な被害者であった人種的マイノリティが環境政策を遥してアメリ
カ政治に初めて参加し，エンパワメントと自己決定の実践に着手する契
機となった。原口論文は 環境正義運動がイラク戦争に対する反戦運動
や反グローパリゼーション運動と達苦した事例を挙げて，この運動の新
たな展開の可能性を示唆している。生物多様性の保存や地球温暖化訪止
にマスメディアの注目は集まりがちであるが，この運動を，広義の環境
運動や人権運動と結びつけることにより，環境を地球上の公共性の問題
として語る場が求められている c
しかし，環境問題の解決はそう単組なものではない。アメリカ先住民
の事例から環境正義運動の問題点について論じたのが石山徳子論文 fア 
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メリカ先生民と環境保護-檀民地主義の壁史と社会正義jである。アメ
リカの原子力発電所から排出される高レベル放射性廃棄物の最終処理施
設を誘致したユタナ1'トゥエラ郡スカルバレー・ゴシュート族は，半数以
上が貧国線以下の生活を送り アルコール中毒や家定崩壊といった問題
に直面しており，誘致に伴う土地の賃貸料と雇用機会の増加によって経
諮問発を進め，過疎化するコミュニテイの存続を図ろうとした。これに
対して環境正義運動が異議を唱えたが，その計奮は2005年原子力規制委
員会によって認可された。その後も計画の是非をめぐる議論が続いてい
るが，賛成採と震対派の議論は，ともにゴシュート族の諸権利やその存
在そのものを不可視化する植民地主義的な論理に貫かれていることを石
山論文法強く批判している。ゴシュート族が環境悪化の負の連鎖を断ち
切るために辻，組の経済的機会の提裂とともに，社会的差別の解消と地
域に共生の仕組みを構築することが不可欠であるが，その主捧泣いかに
して形成されるのだろうか。
経済機会の追求と環境問題との関連性をアメワカとメキシコとの関係
において論じたのは，賀自奈保子論文 fNAFTAと環境設策のゆくえj
である。 1994年 1丹に発効した北米自由貿易協定例AFTA)は，アメ
リカとカナダ間の自由貿易協定が1989年に発効していたことにより，実
費的にアメワカとメキシコ間の関係が問題になった。とちわけ，先進国
二カ国と途上国メキシコとの貿易協定であるため，労働基準とともに環
境への影響が懸念されたo NAFTAをめぐっては，その交渉過程から途
上国メキシコの環壌が改善するとみる楽観論者と国境地帯及ぴメキシコ
の環境悪化を招くとする悲観論者が議論を展開した。賀田論文は，この
間題の解決には，民間レベルでの環境団体の協力が必要であることを強
調している。確かに，前述した石山論文が議じた構図がグローパル経済
下では，国境を越えて展開されていく。それゆえに，当該地域の注畏の
権和を確保するためには 彼らと協力・連帯するNGOの活動が不可欠 
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となるだろう。
さらに，アメワカの環境政策を対外的な関保において見てみると，最
大の問題は，地球温暖化に対するアメリカ政府の対正、である。地球温暖
北対策がきわめて政治的な問題であることを指掻し この課題に取ち組
んだのは，倉阪秀史論文「地球温暖化と崩れゆくアメリカの環境政策」
である c地球環境温暖化に関する国際的な取り組みが本搭fとした1988年
当時，アメリカは環境問題の解決に積撞的な姿勢を示していた。しか
し， 2001年にジョージ.w .ブッシュの共和党政権が成立すると，反環
境の姿勢を明確にし，同年 3丹京都議定書に批准しないことを公表した。
ジョージ.w .ブッシュが地球温暖化対策に消蓬的で、あるのは，化石燃
料産業を基盤とする大統領であるからだが，化石燃料産業邑体もロピー
活動や資金提供を行い 温暖化の脅威に懐疑的な論者を活用してきた。
興味深いの辻，倉阪論文がアメリカには反温暖化対策を正当化する独自
の思想的影響が存在すると指捕している点である。アメリカの自由主義
の支柱をなすーっが先住民から奪取した広大な土地と豊富な資源を「自
由jに使用する経済的自由である。さらにこの論理は市場経済中心主
義に加えて，信人の効用最大化と企業の利潤最大化に基づく自由な行動
に信頼をおく薪古典派経済学の楽天的技術至上主義と結びつくことに
よって，技術の進歩が問題を解決するという環境問題に対する楽観的な
見方が社会の主流を占めるようになった。倉阪論文がナトiレベルで進んで
いる温暖化対策を倒に挙げ アメリカ翠の社会経済モデルから脱却する
可能性を示唆しているが，国政レベルでの環境政策や企業の生産活動に
おける環境への配慮に影響を与えるには，なによりも人々の意識とライ
フスタイルの変革が不可欠だろう。
本書では，その他にも環境に関して，環境文学と環境経営史という新
たな切り口が示されている。社会改革者ソローの fウオールデン』の舞
台であり，環境保護運動のメッカとなってきたウオールデン湖とその森 
74 (74) 

千葉大学経語研究第22巻第 1号 (2007年 6月)
における環境保護の竪史をカウンターカルチャーとの関孫かち再考した
のが，伊藤詔子論文「ウオールデン地史から土地倫理と環境正義の文学
までーカウンター・ナラテイヴの水款-Jである。伊藤論文辻，現在の
環境文学が『ウオールデンiをいかに継承しているのか，土地利用や汚
染の言説に詮目して論じている。また，上野継義論文「環境経営史によ
るアスベスト問題再考jは，アスベスト開題を社会講造上の問題として，
環境経営史の視点から分析している。上野議文は，アスベスト童業全業
において，労働者の健康が薙保されなかった理由は，安全寄生管理が企
業内部の問題として扱われ，労{動者の健康管理が企業内に雇用されてい
る医療専門家によって無視されてきたことが重要な要因だ、ったと指捕し，
韓康マネジメントをめぐる開題発見と分析という経営史における新たな
方法論の可詑性を示唆している。 
2.経済的豊かさと環境との関連
経済的な視点からの広義の環境に関する議論は，震史的観点とグ Eー
パル化時代の変容を扱った 8つの論考によって考察されている。常松洋
論文「豊かさの追求と消費主義jは，アメワカを神話化し，象徴付けて
いる泊費(至上〉主義が合衆国においてどのように出現し定着したのか
を論じている。アメリカ人辻植民地時代以来，清費の自由を享受してき
た。大衆泊費社会の展開を農村部において準精した通信販売は，商品情
報の提供と安定的な通信・流通を構築し 人々の消費行動とその意味を
形成した。さらに，百貨庖による正錨販売と食料品産でのセルフサービ
スは，高品の購買力を高め，宣伝.Jt.告やブランドは，商品への欲望や
こだわりを清費者に育み，後約や禁欲を捨てた蓑極的な泊費者を大量に
生み出した。急増する移民の弼来と労働運動の缶値の転換は，活費によ
る市民資格の獲得や民主主義の実現という考えを生み出し，女性や主婦
が諸費者として措定されるようになった。第二次世界大戦後には，共産 
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主義への勝利と対抗というイデオロギー的要素を有しながら，諮費主義 
iま f黄金時1tJを逆え，郊外の住宅地と自動車がその象徴となった。常
松論文が指摘するように，アメリカにおいては，反消費主義の己ッピー
文化ですら，やがて商品化され，新たな消費文化が生み出されている。
現在，オーガニック食品やリサイクル蕗品が環境に敏感なエリート暑向
けの消費文化を形成しているが，前述した環境開題の解決に人々の泊費
行動がいかに影響を与えているのか，また，すべてのものを貧欲に清費
文化に或り込むアメリカにおいてこそ，地球環境を課全する新たな諸費
文化が展開する可能性があるのかどうか，気になるところである。
待鳥聡史論文「共和党擾{立期の封来と連邦財政jは，共和党優位顛に
おける財政運営について政治学的な分析を行っている。 1995年以鋒，共
和党は連邦議会において多数派となると，予算決議と歳出予葬法を巧み
に使い分けながら， i統治政党jとなり，民主党政権下には，強い対決
姿勢を取った。しかし，批判を詔くと，民主党との考え方の違いを予算
審議で表明する一方，歳出予算法の審議においては持に妥協も図り，予
算編成過程を安定化させた。倉夜論文や賀田論文で議論されたような共
和党の環境政策が連邦議会の予算編成においていかに議論されていたの
だろうか，この点に関する事例が示されたならば，倍の論考との関連性
がより明確になっただろう。
冷戦終結後に急速に加速したグ Eーパリゼーションと IT革命がもた
らしたニュー・エコノミーについて議じたのは，秋元英一論文「ニュー・
エコノミーと中産階級社会の変貌jである。ニュー・エコノミーとは， 
2001年の大統領経済報告によると，急速な生産性の上昇，所得の増大，
および低い失業率と適度なインフレーションという経済パフォーマンス
における顕著な或果のことであち テクノロジーとビジネス噴行と経済
政策における桓互に補強的な前進の結合の産物である。しかし，この
ニュー・エコノミーのもとで技省革新が加速されたことから，アメリカ 
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の労働者の仕事はますます不確実なものになり，エリート労働者のサラ
リーが増大する一方 壇加する抵所得者向け市場で鋤く母賃金労働者に
は，這い上がるべきより高賃金の職種が欠如する状況となった。中産階
級社会にも大きな変化が起こってお乃，よりよい住宅と生活を求めるに
は，夫と妻謂方の就労が要件となるが，一旦失業すると住宅やクルマへ
の農務負担により破産状態に陥ることになる。社会の発展と安定化に重
要な役割を果たすこの中産摺級社会の変容に加えて，秋元論文詰， 9. 
11以降，アメリカでは学生どザの串請数も f高熟練ゼザjの拒否率も高
まっており，経済発展の一つの君件であるタレントをめぐるグローパル
競争におけるアメリカの褒金も縮小しつつある点を警告している。国民
神話となり移民を誘引してきたアメリカン・ドリームがますます幻想と
なるこの事惑は，格差社会を匡定化し，社会の活性北を奪うことになる
だろう。 2001年大統領経済報告には楽観論が満ちているが，ニュー・エ
コノミー経済の弊害が窮らかになった環在，いかなる対応策がとられて
いるのだろうか。
グローパル化におけるアメリカの銀行の変化を分析したのは，須藤功
論文「金融グローパリゼーションの前と後一アメリカの銀行はどう変
わったか ?-Jである。!日IMF体制の属壊後に進展した金融グローパル
化は，建国以来の銀行預金を当該地域に再投資することを促すコミュニ
ティ銀行の伝統を危機に陥れ アメリカ銀行を中心とする銀行持株会社
が他銀行の吸収合併を操り返して，全米にネットワークの拡大を進めて
きた。 飽方で，中小企業向け・小規模農業向けの貸付や中小預金者向け
サーどスを強化している新たなタイプのコミュニテイ銀行が相対的な重
要性を維持している現状もある。須藤論文辻，このコミュニティ銀行や
マイノワティ所有銀行が市場システムといかに共存できるか注 Eすべき
であると指請している。この点がニュー・エコノミ一時代に格差の弊害
を被るローカルな地域とマイノリティがグローパル経済を生き抜く一つ 
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の可能性となりうるだろうか。
地域間の所得分配の変動に注目し，交通政策との関連について論じた
のほ，加藤一誠論文「アメリカの地域開不均衡と交通致策Jである。 1970
年代以前には，地域間格差の是正のために地域開発が活発に行われてい
たが， 1980年代以降になると，チ'"間・ナ1'内の所得格差が拡大し，とりわ
け北東部，南部および西部において頴著な現象がみられた。 法域的な地
域男発においては，交通整藷が中心におかれているが，再分配の役割を
期待されているのは，道路整舗ではなく，公共交通機関である。 1998年
の21世紀交通傷平法の成立以降，都心部の低所得者暑に対するアクセス
の提洪が交通政策の目標のーっとなっており 社会保障致策としても位
置づけられている。自家用車を所有しない低所害者暑にとって，公共交
通機関は生活環境の保障の点で不可欠なものであり，本書のテーマから
も重要な指請である。
佐藤千登勢論文 f福社国家の後退と移民女性の労動-福祉改革とケア
労働のグローバル化を中心に-Jは，低賃金で労働条件の悪いケア労働
に従事している移民女性カ苛畜社や労働の場でどのような開題に直面して
いるのかを解明している。 1996年クリントン政権下で成立した自己責
怪・雇用機会調和法は 子どものいる貧国家庭を対象に給付されてきた
被扶養児童世帯扶助を廃止し，それに代えて貧困家庭への一時扶助の新
たな導入を定めた。移民女性がこの法律による福祉削減の影響を受け，
移民の子どもの貧国も深刻化している。他方，移民女性誌，福社関連予
葬の削減や社会サーピスの民営化によって新たに創出された有積のケア
労儀に集中的に雇用されており，その代表的な職種がホームケア・ワー
カーである。州・地方政府は 財政上のメリットから 低所得の高齢者
やi毒害者向けのホームケア・ワーカーを誰奨しているが，待遇も悪く，
不安定な雇用形態、に留まっている。この問題の解決のために，佐藤論文
は，カリフォルニアナトiにおいて結成されたホームケア・ワーカーを組織 
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化する新たなタイプの労働組合に注目している。この新たな潮流は，先
進国に労働者を送出する諸国・地域へと広がるグローバルな展開の可能
性を存しており，移民女性の状況に適合的な諾制度の立案のためにアメ
リカなどの先進国致府に働きかける新たな労傍者組織の運動体が期待さ
れる。 
3 .豊かさと環境の関係史の可能性
本書の議論を総括した小塩和人論文「豊かさと環境の関孫史jは，今
日の豊かさと環境の関f系住を示す方程式 1=PAT (1 …impact環境に
対する影響， P …population人口， A …a毘uence豊かさ， T …technol-
ogy技術)を検証したうえで，豊かさの追求は環境への負荷を増加させ
るとともに，自然環境への負の影響のみならず，人間社会内の格差の問
題があることを指揮している。本書の論考の多くが論点に挙げているの
も所得・地域・人種・民族・性差などの人間社会内の格差であち，その
結果，豊かさとよりよい環境を享受できる者とそうでない者が生まれて
いる。だが，ニュー・エコノミーと地球温暖化の時代には，特権的な地
位を得ている者も常にそこからの下落の危機にさらされ，誰しもが環境
悪仕の連鎖によって不確定な状況の中で生きることになる。それゆえ，
環境への関心が全社会規模で高まり， 1980年代から国連が誰進していた
「持続可能会開発jという経済活動と環境課全の共存をめざしたある種
折衷的な理念会宝21世紀になって注目されているのだろう。
最後に，本書全体の枠組みの問題点と意義を考えてみたいo NAFTA 
について論じた賀田論文や移民女性の問題を扱った佐藤論文があるもの
の，本書の空間的枠組みはあくまでもアメリカ合衆国の領域内に官まっ
ている c グローパル化を先導するアメワカ合衆国の位置を考えると，ア
メワカ化の影響を激しく被っている地域の環境に関する議論も不可欠で
はないか。また，本書が対象とする豊かさとは，経済的豊かさのことで 
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あり，その点に関する説明が充分になされていない。伊藤論文が環境文
学について，倉家論文が反・温暖化を支えるアメリカの思想、について議
論しているが，経済的豊かさの問題から波及する狭義の文化やライフス
タイルや緬値観などの広義の文化についても議論を展開する可能性はな
かったのだろうか。
以上のような批判はあるものの 本書の各論考の多くは環境政策の点
で後退しているアメワカの現状の問題点を指摘するだけでなく，その解
決のための試みや可能性について論じており，非常に示唆に富んでいる。
とりわけ，放射性廃棄物の処理施設，アスベスト問題，所得搭差，銀行
再編，遅疎地の交通致策，泊費主義，移民女性のホームケア・ワーカー
の処遇， f也国との貿易協定と環境の開題など，まさに現代日本において
開題視されている事柄である。呂本やその他の国や地域における事例と
比較し，問題の講造や解決の糸口を探る上でも，本書はアメリカ研究の
枠組みを越境する有意義な研究書である。 
(2007年 3月27日受理〉 
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